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定定例例会会のの概概要要

新年明けましておめでとうござい
ます。
市民の皆様には、日頃から市政に
対する御理解、御協力を賜り、厚く
お礼申し上げます。
昨年市議会議員一般選挙が執行さ
れ、６２名であった議員数が、２６名と
なったところでございます。
さて、地方分権型社会への移り変
わりが進む現在、国の三位一体改革
のあおりを受け、さらには地方交付
税の減額、また、税収の減少と相まっ
て市の財政も一段と厳しい状況にあ
ります。
こうした中にあって、本市におい
ても克服すべき多くの課題を抱えて
おり、その行政需要も複雑多様化す
るなど、誠に厳しいものがあります。
私ども議決機関としましては、行財政基盤の強
化、効率的な行政体制の確率に努め、市民皆様方
の御期待に応えるよう決意を新たにしております
ので、より一層の御支援と御協力を賜りますよう
お願い申し上げます。
終わりに、皆様の御健勝と御繁栄を心からお祈
りいたしまして、新年の御挨拶といたします。

平
成
十
七
年
第
四
回
定
例
会
は
、

十
二
月
二
日
か
ら
十
九
日
ま
で
十

八
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。本

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
総
額
二
億
三
千
百
六
十
二
万
二

千
円
）、
特
別
会
計
補
正
予
算
十

一
件
（
総
額
二
億
七
千
三
百
五
十

一
万
七
千
円
）
を
始
め
と
す
る
議

案
二
十
八
件
、
報
告
一
件
、
決
算

認
定
十
五
件
、
請
願
二
件
、
陳
情

一
件
、
発
議
二
件
、
計
四
十
九
件

が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
報

告
一
件
を
除
き
、
四
十
四
件
が
可

決
、
一
件
が
否
決
、
一
件
が
撤
回
、

二
件
が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

二
日
（
本
会
議
初
日
）
は
、
議

長
よ
り
諸
般
の
報
告
、
市
長
の
行

政
報
告
に
続
い
て
、
議
案
が
上
程

さ
れ
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

七
日
（
本
会
議
第
二
日
）
は
、

上
程
議
案
へ
の
質
疑
、
予
算
・
決

算
特
別
委
員
会
の
設
置
、
各
委
員

会
へ
の
議
案
の
付
託
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

八
日
・
九
日
（
本
会
議
第
三
・

第
四
日
）
は
、
一
般
質
問
が
行
わ

れ
、
十
四
人
が
登
壇
し
ま
し
た
。

十
三
日
は
、
常
任
委
員
会
、
十

四
日
は
、
予
算
特
別
委
員
会
、
十

五
日
は
、
決
算
特
別
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
付
託
案
件
の

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
九
日
（
本
会
議
第
五
日
）
の

最
終
日
に
は
、
付
託
案
件
の
審
査

に
対
す
る
、
各
委
員
長
の
報
告
が

あ
り
、
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

次
に
、
追
加
議
案
が
上
程
さ
れ

「
訴
訟
の
提
起
に
つ
い
て
」
の
議

案
が
採
決
の
結
果
、
否
決
と
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
伴
う

補
正
予
算
案
が
撤
回
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

議 長 深見 忠生
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は
じ
め
に

平
成
十
七
年
十
一
月
二
日
、

五
島
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
な
が
さ
き
牛
づ
く
り
大

会
」
に
、
壱
岐
か
ら
四
部
門

十
二
頭
が
出
品
さ
れ
、
種
牛

第
四
部
の
出
品
牛
群
が
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
受
賞

す
る
な
ど
、
各
部
門
に
お
い

て
、
上
位
を
占
め
る
素
晴
ら

し
い
成
績
で
壱
岐
産
牛
の
名

声
が
一
層
高
ま
っ
た
も
の
と
、

大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。

補
助
金
見
直
し

補
助
金
等
検
討
委
員
会
よ

り
、
十
一
月
七
日
に
提
言
を

受
理
し
、
今
後
の
行
政
運
営

に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
経

常
経
費
の
削
減
に
つ
な
げ
て

い
く
。

市
庁
舎
建
設
懇
話
会

十
一
月
に
設
置
。
中
間
報

告
を
十
八
年
二
月
、
最
終
提

言
は
同
年
十
月
の
予
定
。

市
政
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

今
後
も
市
民
の
皆
様
と
市

政
に
つ
い
て
直
接
対
話
を
図

る
た
め
継
続
し
て
い
く
。

ブ
ラ
イ
ダ
ル
推
進
事
業

壱
岐
い
き
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

の
博
多
港
ク
ル
ー
ズ
等
を
実

施
。
十
三
組
の
カ
ッ
プ
ル
誕

生
。

土
地
評
価
替
え

平
成
十
八
年
度
が
基
準
年

度
と
な
る
た
め
、
評
価
シ
ス

テ
ム
を
導
入
。

指
定
管
理
者
制
度

法
改
正
に
伴
い
、
十
八
年

四
月
か
ら
市
の
一
部
施
設
の

管
理
を
移
行
。

地
域
防
災
計
画
樹
立

予
防
・
応
急
対
策
の
実
施

を
図
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

市
民
の
心
身
の
健
康
維
持
、

生
活
の
安
定
、
保
健
福
祉
・

医
療
の
向
上
を
図
る
。

精
神
障
害
者
福
祉
ホ
ー
ム
施

設
改
修

十
八
年
二
月
末
完
成
（
事

務
室
・
食
堂
・
集
会
娯
楽
室

等
）

障
害
者
自
立
支
援
法

十
八
年
四
月
か
ら
施
行
。

同
年
十
月
か
ら
完
全
実
施
。

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備

ご
み
・
し
尿
・
最
終
処
分

施
設
の
集
約
化
並
び
に
不
燃

物
・
粗
大
ご
み
処
理
設
備
・

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
焼

却
施
設
と
の
併
設
が
必
要
。

農
林
畜
産
関
係

水
稲
の
作
況
指
数
、
九
九
。

全
国
は
一
〇
一
。

十
九
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

る
「
経
営
所
得
安
定
対
策
大

綱
」
の
中
の
「
品
目
横
断
的

経
営
安
定
対
策
」
の
創
設
と
、

米
の
生
産
調
整
支
援
対
策
の

見
通
し
を
農
業
者
へ
周
知
。

雇
用
対
策
と
「
再

就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
の
開
設
」

離
職
者
や
若
者

の
求
職
活
動
を
支

援
の
た
め
、
郷
ノ

浦
支
所
に
設
置
。

ス
ポ
ー
ツ
団
体
誘

致
交
流
人
口
の
増

加
と
島
の
活
性
化

を
図
る
た
め
実
施

中
。
ス
ポ
ー
ツ
団
体
誘
致
事

業
は
十
月
末
で
六
十
三
団
体
、

延
べ
三
千
九
百
七
十
五
人
の

利
用
。
ま
た
、
十
一
月
十
八

日
か
ら
三
日
間
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
来
島

し
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
実
技

講
習
を
実
施

し
ま
自
慢
観
光
カ
レ
ッ
ジ
開
講

離
島
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
観
光

に
よ
る
地
域
の
活
性
化
と
、

雇
用
の
創
出
と
確
保
を
図
る

た
め
、
三
ヶ
年
継
続
し
て
実

施
。

簡
易
水
道
事
業
関
係

予
備
水
源
地
（
国
分
採
石

場
跡
地
）
の
確
保
に
伴
う
現

地
調
査
完
了
。

教
育
関
係

一
支
国
博
物
館
（
仮
称
）

の
建
設
を
推
進
。
規
模
・
事

業
費
等
の
検
討
を
行
い
、
見

直
し
案
を
提
示
。

原
の
辻
遺
跡
国
特
別
史
跡
指

定
五
周
年

十
一
月
十
九
日
、「
原
の

辻
イ
ベ
ン
ト
ラ
リ
ー
二
〇
〇

五
」
の
記
念
事
業
を
実
施
。

病
院
事
業
関
係

市
民
病
院
、
平
成
十
八
年

度
薬
価
基
準
の
大
幅
な
切
り

下
げ
に
伴
い
、
医
薬
分
業
へ

の
転
換
へ
。

種牛の部で見事グランドチャンピオンを受賞した壱岐牛
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平
成
十
六
年
度
壱
岐

市
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
株
式
会
社
に
係

る
経
営
状
況
の
報
告

QA

QAQ

A平
成
十
七
年
度
壱
岐

市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
六
号
）

Q

AQA

QAQ

A

今
年
度
の
売
り
上
げ
が

前
年
度
よ
り
少
な
い
理
由
は
。

昨
年
の
年
間
平
均
風
力

は
六
・
五
�
。
本
年
度
は

六
・
三
�
で
、
相
対
的
に
昨

年
よ
り
売
り
上
げ
が
一
割
程

度
減
少
。

長
期
借
入
金
一
億
四
千

二
百
万
円
の
償
還
方
法
は
。

元
金
の
返
済
は
十
七
年

度
か
ら
実
施
。
約
三
千
万
円

程
度
。損

害
保
険
料
が
、
昨
年

比
百
七
十
三
万
八
千
三
百
円

の
増
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
は
。

機
器
に
対
す
る
保
証
期

間
が
終
了
し
た
た
め
、
十
六

年
度
決
算
期
か
ら
保
険
に
新

た
に
加
入
し
た
。

�
幼
稚
園
使
用
料
七
百

十
六
万
六
千
円
減
額
の
理
由

は
。

�
総
務
費
補
助
金
で
、
合
併

市
町
村
補
助
金
二
千
四
百
五

十
八
万
千
円
減
額
さ
れ
た
事

業
の
説
明
。

�
介
護
保
険
所
得
者
特
別
対

策
事
業
費
補
助
金
八
百
十
万

円
増
の
内
容
は
。

�
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
で
予
算
計
上
し
て
い
た

が
、
実
施
数
が
少
な
か
っ
た

た
め
。

�
パ
ソ
コ
ン
六
十
台
分
購
入
、

千
四
十
万
円
追
加
、
戸
籍
電

算
化
事
業
の
入
札
執
行
残
、

三
千
四
百
九
十
八
万
千
円
減

額
、
合
計
で
二
千
四
百
五
十

八
万
千
円
。

�
助
成
額
一
人
月
額
三
万
円

が
上
限
。
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
光
の
苑
」
は
定
員

六
十
人
。
来
年
三
月
ま
で
二

百
七
十
月
分
を
計
上
。

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
設

計
監
理
委
託
料
九
百
七
十
九

万
五
千
円
が
減
額
に
な
っ
て

い
る
が
、
将
来
的
な
見
通
し

は
。

次
年
度
に
向
け
て
早
急

に
建
設
場
所
等
の
確
定
を
す

る
。

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
は
今
後
も
継
続
予
定
か
。

十
八
年
度
か
ら
一
般
財

源
化
に
な
る
の
で
、
今
後
協

議
が
必
要
。

�
緊
急
患
者
輸
送
医
師

謝
礼
金
に
つ
い
て
、
本
年
度

の
発
生
状
況
は
。
輸
送
時
間

は
短
縮
さ
れ
た
の
か
。

�
浸
水
予
測
図
調
査
委
託
料

に
つ
い
て
、
調
査
後
の
市
民

へ
の
周
知
方
法
は
。
避
難
場

所
の
看
板
は
設
置
す
る
の
か
。

�
携
帯
電
話
へ
の
市
の
防
災

メ
ー
ル
の
登
録
状
況
は
。

�
回
数
は
十
九
回
分
、

六
十
六
万
円
。
輸
送
時
間
は

大
幅
に
短
縮
さ
れ
た
。

風力発電所（芦辺町箱崎諸津触）

こどもは市の宝（勝本幼稚園にて）
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もうちっと�
議案質疑�

Q

A

平
成
十
七
年
度
壱
岐

市
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第

四
号
）

QA

平
成
十
六
年
度
壱
岐

市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

QAA平
成
十
六
年
度
壱
岐

市
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定

Q

A

QA

�
防
災
マ
ッ
プ
を
三
月
中
に

配
付
。
避
難
施
設
指
定
の
看

板
は
必
要
。
今
後
検
討
す
る
。

�
現
在
登
録
者
は
三
十
五
名
。

今
後
、
職
員
に
は
徹
底
し
、

市
民
に
は
周
知
す
る
。

前
納
報
奨
金
に
つ
い
て

今
後
ど
う
す
る
の
か
。
ま
た
、

額
は
。

十
八
年
度
以
降
は
段
階

的
・
年
次
的
に
減
額
、
廃
止

の
方
向
を
と
り
た
い
。
三
月

議
会
に
提
案
し
、
十
八
年
度

か
ら
実
施
し
た
い
。
前
納
報

奨
金
額
は
五
千
七
十
七
万
円
。

旧
郷
ノ
浦
町
の
合
併
前

の
下
水
道
事
業
の
加
入
金
の

負
担
問
題
に
つ
い
て
、
市
は

ど
の
よ
う
な
方
針
を
と
る
の

か
。

新
年
度
か
ら
執
行
に
な

る
の
で
、
今
後
協
議
し
て
返

金
し
な
い
方
針
で
い
く
。

�
財
産
の
管
理
に
つ
い

て
、
今
後
の
整
備
対
策
は
。

�
災
害
資
金
貸
付
金
の
運
用

状
況
と
回
収
対
策
は
。

�
七
月
よ
り
管
財
課
を

新
設
し
、
土
地
・
建
物
等
の

公
有
財
産
の
管
理
シ
ス
テ
ム

を
整
備
中
。

�
未
納
件
数
は
十
三
件

で
四
百
十
九
万
八
千
円
。
各

支
所
で
回
収
に
は
努
力
し
て
、

未
収
金
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
。�

簡
易
水
道
使
用
料
の

現
年
度
、
過
年
度
別
未
納
者

の
数
。
ま
た
、
最
高
額
の
未

納
額
は
い
く
ら
か
。

�
具
体
的
な
未
納
対
策
は
。

�
滞
納
者
数
は
現
年
度

で
百
七
十
六
戸
。
過
年
度
で

六
百
二
戸
。
未
納
最
高
額
は
、

簡
易
水
道
で
百
五
十
万
八
千

四
百
二
十
円
、
上
水
道
で
二

百
三
万
五
千
二
百
十
円
。

�
現
在
、
給
水
停
止
が
簡
易

水
道
二
件
、
上
水
道
三
件
。

柳
田
沼
津
地
区
の
簡
易

水
道
は
水
質
に
問
題
は
な
い

か
。

月
に
一
回
の
水
質
検
査

で
基
準
内
で
あ
る
。
水
質
の

改
善
に
は
今
後
と
も
努
力
す

る
。

その

特別養護老人ホーム「光の苑」（郷ノ浦町志原西触）

急患輸送に使用されるヘリコプター
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女性消防団 装備一新

当初予算額�

12月補正後�
予算額�

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000 2,500,000（万円）�

議会費�
19,828.2

総務費�
277,803.5

民生費�
472,058.9

衛生費�
246,985.3

労働費�
10

労働費�
10

消防費�
72,553.1

労働費�
10

災害復旧費�
20,193.3

諸支出金�
4,739

商工費�
38,659.7

消防費�
76,285.9

労働費�
10

災害復旧費�
534

諸支出金�
4,936

商工費�
35,066.8

消防費�
72,553.1

衛生費�
235,873.5

農林水産費�
305,064.9

農林水産費�
338,220.5

土木費�
192,559.8

教育費�
194,171.8

公債費�
350,992

教育費�
184,515.2

公債費�
348,944.9

予備費�
1,000

予備費�
1,000

土木費�
161,116.8

民生費�
463,755.9

総務費�
257,990.6

議会費�
27,338.7

総務費�
1,009.2（4％）�

諸支出金�
148.5（1％）�

民生費�
2,669.5（11％）�

（万円）�

衛生費�
4,006.5�
（16％）�

農林水産業費�
1,694.8�
（7％）�商工費�

234.9（1％）�土木費�
7,447.5（29％）�

消防費�
2,389.2�
（9％）�

教育費�
3,106.6（12％）�

災害復旧費�
2,473.9（10％）�

12月補正予算総額�
2億3,162万2千円�

諸支出金 4,739�
�予備費 1,000

議会費19,828 （万円）�

総務費�
277,804

民生費�
472,059

衛生費�
246,985

農林水産業費�
338,221

労働費�
10

商工費�
38,660

消防費�
76,286

教育費�
194,172

公債費�
350,992

災害復旧費�
20,193

土木費�
192,560

市税�
210,812

地方譲与税45,020�
�交付金48,960

地方交付税�
969,600

交通安全対策�
特別交付金�
580分担金及び�

負担金�
19,123

使用料及び�
手数料�
45,852

国庫支出金�
213,724

県支出金�
220,141

市債�
291,900

寄付金3,516 諸収入16,555
繰越金56,710繰入金86,029

財産収入4,986

歳
入
�

歳
出
�

一般会計１２月補正 ２億３，１６２万２千円
予算総額 ２２３億３，５０７万９千円

特別会計１２月補正 ２億７，３５１万７千円
予算総額 １３５億２，９１８万２千円

補正合計 ５億 ５１３万９千円
予算総額 ３５８億６，４２６万１千円

一般会計主要事業
１，０４０

８１０

２，９００

１，４３７

１，３９６

７３

２５１

２００

２３９

２６２

２，６２４

庁舎間LAN整備事業

介護保険低所得者特別対策事業補助金
ユニット型個室に係る社会福祉法人軽減制度特例措置事業

生産振興総合対策事業
米色彩選別施設

優良系統牛育成対策事業
優良系統牛育成対策事業補助金（保留・導入牛）

水産基盤整備事業
諸津漁港西防波堤（改良）

２１世紀まちづくり推進総合支援事業
美しいまちづくり事業「まちあるき読本」作成

コミュニティー助成事業
男女岳ダム公園遊具整備

初期消火活動・予防・応急救護普及活動助成事業
婦人防火クラブ（２地区）軽可搬消防ポンプ 外

消防団員安全装備品整備等助成
女性消防団員装備品（防火衣、ヘルメット一式）

津波被害浸水予測図調査委託

公共土木施設災害復旧事業
（補助）道路５ヶ所、河川１ヶ所
（単独）道路１１ヶ所、河川１３ヶ所

１２月補正予算内訳

補 正 後

女女性性消消防防団団 装装備備一一新新
（万円）

１２月補正予算
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平成１６年度特別会計決算概要
実質収支額
２８９，１４０，８０１
３６，５０７，０４４

０
８，６６８，３１０
１，２９４，８２０

０
４，１６９，１６８

０
６１，０８８，０８９
１０７，２７２
７１，９５０

０
４，２２９，００６

０
４０５，２７６，４６０

繰越明許費繰越額
０
０
０
０
０
０

５，４４０，０００
０
０
０
０
０
０
０

５，４４０，０００

歳入歳出差引額
２８９，１４０，８０１
３６，５０７，０４４

０
８，６６８，３１０
１，２９４，８２０

０
９，６０９，１６８

０
６１，０８８，０８９
１０７，２７２
７１，９５０

０
４，２２９，００６

０
４１０，７１６，４６０

歳出総額
３，５７２，９５９，５６９
１５４，０３２，３７１

４，２４１，１８６，９３１
２，２６３，６７３，０４８
９７７，２４６，５５９
９３１，８００，５８８
２７５，３４９，２５１
２４２，８０９，３５７
４０４，４３８，１２６
２１，５４０，９６９
２１，７４３，５３８
１０７，７２８，９２６
５９，８０３，２４５
２０８，５８４，６１９

１３，４８２，８９７，０９７

歳入総額
３，８６２，１００，３７０
１９０，５３９，４１５

４，２４１，１８６，９３１
２，２７２，３４１，３５８
９７８，５４１，３７９
９３１，８００，５８８
２８４，９５８，４１９
２４２，８０９，３５７
４６５，５２６，２１５
２１，６４８，２４１
２１，８１５，４８８
１０７，７２８，９２６
６４，０３２，２５１
２０８，５８４，６１９

１３，８９３，６１３，５５７

区 分
事業勘定
診療施設勘定

老人保健特別会計
介護保険事業特別会計
簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
漁業集落排水整備事業特別会計
老人ホーム事業特別会計
特別養護老人ホーム事業特別会計
精神障害者地域生活支援センター事業特別会計
精神障害者福祉ホームＢ型事業特別会計
三島航路事業特別会計
農業機械銀行特別会計
芦辺港ターミナルビル事業特別会計
特別会計合計

国民健康保険
事業特別会計

主な施策の成果説明

三島地区簡易水道施設整備工事
工事費 １５７，０００，０００
測量設計業務委託 ６，５１０，０００
事務費等 １，８９０，０００
沼津柳田地区簡易水道整備認可申請書作成作業

１，０５０，０００
箱崎国分地区簡易水道施設整備工事
工事費 １３６，６１４，４５０
測量設計業務委託 ３，６９３，９００
事務費等 ２，３２６，２６７
志原初山地区簡易水道施設整備工事 ５，３０２，５００
事務費等 ３，７０７，５００
補助事業
下水道建設工事（中央処理区） ３５０，４３５，３５０
設計監理業務委託 ３９，２２６，９５０
事業費等 ４，４０３，６６０
単独事業
下水道建設工事（中央処理区他） ２７，８１２，４００
設計監理業務等委託 ４，４１０，０００
事務費等 ２，５６７，１６１
補助事業（繰越分）
下水道建設工事（中央処理区） ３７９，８１４，６５０
設計監理業務委託 １１，５５０，０００
事務費等 １７５，３５０
単独事業（繰越分）
下水道建設工事 ５１４，５００
芦辺漁港集落排水整備工事
工事費 １４４，９６６，１５０
設計監理業務委託 ５４，３７７，４００
用地補償費 １８，６４５，０００
事務費等 １，９６４，５５４
芦辺漁港集落排水整備工事（繰越分）
工事費 １４，３８４，５００
補償費 ４，９９７，８００
事務費等 １５，５００
軽乗用車 １，３３２，８４０
トラクター、サイバーハロー ７，６１２，５００
へーベーラー、サポートホイール ２，１７３，５００
本体工事 １５４，１００，０００
仮設待合所新築工事 ２５，０００，０００
解体工事 １６，６９９，２００
設計監理業務等委託 ７，９５９，０００
事務費等 ４，３８５，９７７

残 額
不用額
９４０，３８３

６１２，３７９

７７４，０９６

８７１，１６０

１８１，８２３

翌年度へ繰越額
２４４，６００，０００

９２，４００，０００

１３，６００，０００

２４４，８９０，０００

支出済額

３１８，０９４，６１７

８２０，９１０，１２１

２３９，３８０，９０４

１１，１１８，８４０

２０８，１４４，１７７

予算額

５６３，６３５，０００

９１３，９２２，５００

２５３，７５５，０００

１１，９９０，０００

４５３，２１６，０００

主な施策の名称

簡易水道施設整
備事業

下水道建設事業

漁業集落排水整
備事業

農業機械銀行備
品購入事業

芦辺港ターミナ
ル建設事業

部門別

簡易水
道事業

下水道
事業

漁業集
落排水
整備事
業

農業機
械銀行

芦辺港
ターミ
ナルビ
ル事業

（円）

（円）

平成１６年度実質収支

主要施策の成果（抜粋）
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田
原

輝
男
議
員

Ｑ

ＡＱ

ＡＱＡ

町
田

正
一
議
員

ＱＡＱ

Ａ

市
民
病
院

バ
ス
路
線

石
田
か
ら
市
民
病
院
へ
は

途
中
下
車
で
長
い
距
離
を
歩

く
か
、
乗
り
換
え
が
必
要
。

不
便
な
交
通
が
外
来
患
者
減

少
の
原
因
の
一
つ
。
一
日
一

便
だ
け
で
も
市
民
病
院
経
由

に
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
は
、

各
町
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

の
運
行
を
考
え
て
は
。

長
田
市
長

現
在
運
行
し
て
い
る
連
絡

バ
ス
に
て
利
用
し
て
頂
き
た

い
が
、
今
後
検
討
し
た
い
。

節
水
対
策

平
成
六
年
の
渇
水
が
節
水

対
策
に
活
か
さ
れ
て
い
な
い
。

節
水
は
水
資
源
確
保
の
基
本
。

啓
蒙
運
動
と
併
せ
て
節
水
弁

の
公
共
施
設
へ
の
取
り
付
け

を
提
案
す
る
。

長
田
市
長

今
後
も
節
水
の
啓
蒙
に
努

め
る
。
節
水
弁
は
研
究
し
て

い
く
。

消
防
署
の

勤
務
体
制

勝
本
出
張
所
は
人
命
を
預

か
る
仕
事
で
あ
り
な
が
ら
、

署
員
不
在
の
時
間
帯
が
あ
る
。

そ
の
対
応
は
。
ま
た
、
も
っ

と
署
員
採
用
や
勤
務
状
況
を

ガ
ラ
ス
張
り
に
す
べ
き
。
市

か
ら
職
員
派
遣
を
。

署
に
あ
る
ア
ル
コ
ー
ル
検

査
器
の
利
用
は
。

山
川
消
防
長

通
報
用
の
電
話
機
の
設
置

を
広
報
等
で
周
知
し
た
い
。

勤
務
体
制
及
び
人
事
体
制

は
検
討
す
る
。

検
査
器
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
自
己
判
断
に
任

せ
て
い
る
が
、
今
後
は
指
導

を
徹
底
す
る
。

原
の
辻
遺
跡
の
学

術
的
価
値

原
の
辻
遺
跡
は
現
在
、
全

体
の
五
�
の
発
掘
状
況
で
、

日
本
最
古
の
船
着
き
場
跡
・

人
面
石
・
金
の
馬
具
等
、
非

常
に
価
値
の
あ
る
も
の
が
出

土
し
て
い
る
。
遺
跡
の
価
値

と
今
後
予
想
さ
れ
る
出
土
状

況
を
。

須
藤
教
育
長

今
後
、
船
と
王
の
墓
が
出

土
す
れ
ば
、
弥
生
時
代
の
国

の
規
模
を
語
る
上
で
欠
か
せ

な
い
重
要
な
遺
跡
と
な
る
。

交
流
人
口
の
拡

大
・
観
光
面
の
波

及
効
果

壱
岐
市
の
観
光
面
で
の
宿

泊
客
の
落
ち
込
み
、
修
学
旅

行
生
の
減
少
で
、
年
々
危
機

的
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
人

口
も
減
少
し
て
い
る
現
状
か

ら
見
て
、
壱
岐
市
で
は
将
来
、

税
金
を
負
担
す
る
若
者
も
減

り
、
今
、
雇
用
の
す
そ
野
が

広
い
観
光
面
に
力
を
入
れ
て

い
く
べ
き
。

長
田
市
長

観
光
産
業
な
ど
活
性
化
の

起
爆
剤
で
あ
り
、
十
分
将
来

の
波
及
効
果
は
あ
る
。

原の辻イベントで発掘体験（１１月１９日）

かけつけ電話（消防署勝本出張所）
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久
間

進
議
員

Ｑ

Ａ

牧
永

護
議
員

Ｑ

Ａ

水
産
振
興
策

現
状
の
漁
業
の
実
態
は
、

一
時
期
と
比
較
す
る
と
燃
油

代
が
十
�
の
ア
ッ
プ
。
そ
れ

に
加
え
、
資
源
の
減
少
、
長

期
に
わ
た
る
価
格
の
低
迷
等
、

漁
民
に
と
っ
て
は
大
変
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。
現
在
、
機

器
へ
の
補
助
に
対
し
、
漁
民

か
ら
枠
の
拡
大
に
つ
い
て
要

望
が
強
い
。
次
の
点
に
つ
い

て
質
問
す
る
。

�
補
助
金
が
見
直
し
さ
れ
て

い
る
時
期
で
あ
る
が
、
現
状

で
継
続
を
。

�
補
助
枠
の
拡
大
は
。

�
基
金
を
利
用
し
た
、
無
利

子
の
活
用
は
。

長
田
市
長

�
今
後
も
漁
船
機
器
導
入
補

助

事

業
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
レ

ー

ダ
ー
・
魚
群
探
知
機
・
プ

ロ
ッ
タ
ー
・
リ
ー
ル
及
び
Ｄ

Ｂ
Ｓ
送
信
機
）
は
継
続
す
る
。

�
補
助
枠
の
拡
大
に
つ
い
て

は
今
後
検
討
し
て
い
く
が
、

平
成
十
八
年
度
か
ら
は
釣
竿

を
補
助
対
象
に
追
加
す
る
。

�
基
金
の
設
置
に
よ
る
果
実

の
運
用
は
、
時
代
に
そ
ぐ
わ

な
い
が
研
究
し
た
い
。

市
長
の
政
治
姿
勢

民
間
出
身
を
強
調
さ
れ
て

い
る
市
長
に
期
待
を
し
て
い

た
が
？

�
公
約
の
燃
油
の
値
下
げ
に

つ
い
て
出
来
な
い
理
由
を
市

民
に
明
確
に
。

�
委
員
会
づ
く
り
は
政
策
の

先
延
ば
し
で
は
。
補
助
金
削

減
等
は
、
ま
ず
部
内
で
十
分

検
討
し
て
か
ら
委
員
会
に
か

け
る
べ
き
。
庁
舎
建
設
に
つ

い
て
は
議
会
で
も
賛
否
両
論

で
あ
る
。
市
の
財
政
状
況
、

各
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
の

た
め
に
も
分
庁
方
式
を
取
り

入
れ
る
べ
き
。

�
市
民
病
院
の
経
営
努
力
は

認
め
る
が
、
医
薬
分
業
で
薬

局
が
道
路
の
反
対
側
に
移
る

の
は
非
常
に
危
険
で
あ
る
。

患
者
の
安
全
性
を
考
え
る
べ

き
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
含

め
、
健
全
経
営
の
た
め
に
も

病
院
担
当
助
役
を
置
く
べ
き
。

長
田
市
長

�
油
の
価
格
に
つ
い
て
は
、

島
内
の
石
油
商
業
組
合
と
協

議
を
し
た
が
、
従
来
の
取
引

先
と
の
諸
事
情
も
あ
る
た
め

話
が
つ
か
な
か
っ
た
。
今
後

も
機
会
あ
る
ご
と
に
進
め
て

い
く
。
私
の
構
想
で
は
、
か

な
り
安
く
な
る
と
確
信
し
て

い
る
。

�
各
委
員
会
は
多
く
の
市
民

の
方
々
に
参
加
し
て
頂
き
、

「
協
働
」
の
ま
ち
づ
く
り
を

し
た
い
。
補
助
金
等
の
検
討

委
員
会
は
公
平
な
立
場
で
客

観
的
な
視
点
で
検
討
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
事
前
に
部
内

で
検
討
す
る
こ
と
は
合
理
的

で
な
い
。
庁
舎
建
設
に
つ
い

て
は
懇
話
会
に
将
来
、
庁
舎

の
あ
る
べ
き
姿
の
全
体
イ

メ
ー
ジ
、
規
模
等
の
多
く
の

問
題
を
検
討
願
っ
て
い
る
。

�
民
間
の
院
外
薬
局
の
場
所

的
な
問
題
も
あ
る
が
、
患
者

の
視
点
に
立
っ
て
協
議
す
る
。

病
院
管
理
者
は
早
急
に
見
つ

け
た
い
。

魚魚群群探探知知機機・・ＧＧＰＰＳＳ・・レレーーダダーー

電動リール

手動リールと釣竿

市庁舎建設懇話会（１１月７日）
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倉
元

強
弘
議
員

Ｑ

Ａ

音
嶋

正
吾
議
員

ＱＡＱ

Ａ

ＱＡ

運
行
改
善
を
！

市
民
病
院
行
き
の
連
絡

（
シ
ャ
ト
ル
）
バ
ス
は
、
郷

ノ
浦
港
よ
り
病
院
ま
で
十
往

復
運
行
さ
れ
て
い
る
。
一
年

間
の
運
行
契
約
は
、
五
百
六

十
万
円
で
、
今
年
の
運
賃
収

入
は
二
百
四
十
万
円
の
見
込

み
で
あ
る
。
そ
の
差
額
は
市

民
病
院
負
担
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
は
市
民
の
税
金
で

あ
る
。
市
民
か
ら
の
税
金
は

島
内
ど
こ
も
平
等
に
課
税
を

さ
れ
て
い
る
の
で
、
全
市
民

平
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

権
利
が
あ
り
、
平
等
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
運
行
の
改
善
を
。

長
田
市
長

本
町
バ
ス
停
は
、
壱
岐
全

島
一
本
で
来
ら
れ
る
場
所
で

あ
る
。
そ
こ
か
ら
の
足
と
し

て
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し

て
い
る
。
郷
ノ
浦
に
取
り

き
っ
た
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
は

な
く
、
壱
岐
全
体
の
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
と
と
ら
え
て
い
る
。

し
か
し
、
不
便
で
乗
り
継
ぎ

時
間
が
か
か
っ
て
い
る
の
も

確
か
で
あ
る
。
今
後
、
壱
岐

交
通
（
株
）
と
も
打
ち
合
わ

せ
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

行
財
政
改
革

平
成
十
六
年
度
の
財
政
力

指
数
・
経
常
収
支
比
率
・
公

債
費
比
率
を
改
善
す
る
た
め

に
、
市
政
推
進
の
主
役
で
あ

る
市
職
員
と
の
会
話
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
取
り
入
れ
る
べ
き
。

長
田
市
長

行
財
政
改
革
を
進
め
経
常

経
費
、
特
に
義
務
的
経
費
の

削
減
を
し
て
い
く
。
職
員
と

の
対
話
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
大

切
に
し
、
情
報
収
集
、
意
識

改
革
に
取
り
組
み
た
い
。

通
学
路
の
安
全
対

策

最
近
、
常
識
で
は
考
え
ら

れ
な
い
凶
悪
犯
罪
が
頻
発
し

て
い
る
。
地
域
を
挙
げ
、
事

故
防
止
に
取
り
組
み
、
死
角

を
な
く
す
べ
き
。
防
犯
カ
メ

ラ
の
増
設
の
助
成
策
は
。

須
藤
教
育
長

防
犯
カ
メ
ラ
は
現
在
、
幼

稚
園
一
カ
所
。
通
学
時
の
子

ど
も
の
指
導
は
学
級
指
導
等

で
実
施
、
危
険
箇
所
点
検
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
健
全
育
成
協
議
会

の
協
力
で
毎
年
実
施
。

博
多
・
壱
岐
・
対

馬
指
定
区
間
の
見

直
し

現
行
の
指
定
区
間
は
壱
岐

の
振
興
策
を
考
え
た
時
、
障

害
と
な
っ
て
い
る
。
市
長
が

先
頭
に
立
っ
て
市
民
・
議
会

が
一
丸
と
な
っ
て
市
民
運
動

を
展
開
す
べ
き
。
壱
岐
の
将

来
に
亘
る
発
展
の
投
資
と
し

て
、
高
速
艇
の
購
入
は
。

長
田
市
長

指
定
区
間
解
除
は
私
の
信

条
。
高
速
艇
運
航
に
つ
い
て

は
縛
り
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、

今
後
研
究
す
る
。

利用しやすいシャトルバスに

高速艇「ビィーナス」
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今
西

菊
乃
議
員

Ｑ

ＡＱ

ＡＱＡ

瀬
戸
口
和
幸
議
員

ＱＡ

Ｑ

Ａ

子
育
て
支
援

�
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
雨
漏

り
等
施
設
の
整
備
を
。

�
子
育
て
サ
ー
ク
ル
に
指
導

者
の
登
用
を
。

�
保
育
所
、
幼
稚
園
の
園
庭

の
解
放
を
。

�
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
於
け

る
地
域
子
ど
も
教
室
の
継
続

に
支
援
を
。

�
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
を
子
育

て
支
援
の
拠
点
に
。

長
田
市
長

�
早
急
な
改
装
が
必
要
。
財

政
事
情
を
勘
案
し
て
対
策
を

講
じ
る
。

�
必
要
な
専
門
員
等
の
派
遣

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

�
平
日
は
保
護
者
同
伴
で
あ

れ
ば
可
。
土
日
は
防
犯
・
事

故
防
止
を
考
え
難
し
い
。

�
利
便
性
を
考
え
狭
隘
で
あ

る
が
改
修
で
き
な
い
か
検
討

す
る
。

�
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
あ
り

方
、
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
支

援
内
容
等
、
協
議
す
る
。

女
性
に
優
し
い

病
院
に

市
民
病
院
に
女
性
専
門
外

来
科
を
設
け
て
、
思
春
期
外

来
や
更
年
期
外
来
ま
た
総
合

外
来
で
あ
ら
ゆ
る
病
気
の
相

談
を
予
約
制
、
一
人
三
十
分

で
一
ヶ
月
に
数
日
取
り
入
れ

ら
れ
な
い
か
。

長
田
市
長

専
門
医
の
確
保
は
採
算
性

を
考
え
る
と
難
し
い
。

定
住
交
流
人
口
の

拡
大

壱
岐
出
身
の
団
塊
の
世
代

退
職
者
に
家
庭
菜
園
付
き
一

戸
建
て
住
宅
の
紹
介
、
福
岡

―
壱
岐
を
通
勤
圏
内
に
し
て

定
住
人
口
増
加
。
そ
れ
に
伴

わ
せ
た
交
流
人
口
の
拡
大
。

長
田
市
長

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
、
地
域
活
性
化
の

た
め
対
応
策
は
是
非
必
要
。

農
・
漁
業
関
係
の
企
業
誘
致

も
考
え
、
大
都
市
の
壱
岐
出

身
者
に
も
相
談
中
。

中
学
校
の
統
廃
合

�
将
来
的
に
何
校
に
す
る
の

か
。
そ
の
考
え
方
は
。

�
実
施
の
時
期
は
。

�
実
施
に
当
た
っ
て
の
問
題

点
及
び
そ
の
対
策
は
。

須
藤
教
育
長

�
将
来
的
に
統
廃
合
は
避
け

ら
れ
な
い
。
具
体
的
に
三
案

を
考
え
て
い
る
。

Ａ
案
…
郷
ノ
浦
町
・
芦
辺
町

各
二
校
、
勝
本
町
・
石
田
町

各
一
校
の
計
六
校
。

Ｂ
案
…
近
隣
す
る
学
校
に
よ

る
、
計
五
校
。

Ｃ
案
…
各
町
一
校
ず
つ
の
計

四
校
。

�
実
施
の
時
期
に
つ
い
て
は

明
言
で
き
な
い
。
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
か
ら
意

見
を
募
る
制
度
）
を
実
施
す

る
た
め
に
市
の
条
例
ま
た
は

規
則
を
作
成
す
る
。

�
問
題
点
と
し
て
各
校
、
空

き
校
舎
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等

が
あ
る
。郷

ノ
浦
港
の

駐
車
場

�
満
杯
解
消
対
策
と
し
て
長

期
間
の
駐
車
・
放
置
車
両
・

近
隣
事
業
所
等
の
車
及
び
レ

ン
タ
カ
ー
の
扱
い
は
。

�
印
通
寺
港
の
改
修
時
に
、

航
路
の
代
替
港
と
し
て
郷
ノ

浦
港
を
使
用
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
対
策

は
。

�
市
有
地
に
あ
る
近
隣
事
業

所
の
鎌
崎
外
港
へ
の
移
転
を

考
え
る
べ
き
。

長
田
市
長

�
放
置
車
両
に
つ
い
て
は
陸

運
局
で
調
査
中
、
レ
ン
タ

カ
ー
は
業
者
に
協
議
済
。

�
関
係
近
隣
事
業
所
と
協
議

し
、
代
替
港
と
し
て
郷
ノ
浦

港
を
使
用
す
る
。

�
今
後
、
近
隣
事
業
所
に
要

請
し
て
い
く
。

早急な改修が望まれる「こどもセンター」

いつも満車状態の駐車場（郷ノ浦港にて）

雨漏り箇所
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市
山

繁
議
員

Ｑ

Ａ

近
藤

団
一
議
員

ＱＡ

ＱＡ

Ａ

市
民
と
の
協
働

協
働
に
は
、
行
政
・
議

会
・
市
民
と
の
三
位
一
体
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

に
は
、
市
民
へ
の
信
頼
と
取

り
組
む
姿
勢
が
肝
要
で
あ
る
。

�
支
所
・
出
張
所
は
地
域
住

民
の
利
便
性
を
図
る
た
め
に
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
（
時
差

出
勤
制
）
の
導
入
を
。

�
市
職
員
組
合
の
活
動
状
況

は
。

�
職
員
の
時
間
外
勤
務
を
少

な
く
す
る
た
め
に
、
課
の
グ

ル
ー
プ
制
を
実
施
し
て
健
康

管
理
に
つ
な
げ
る
べ
き
。

�
特
別
職
の
報
酬
等
の
減
額

財
源
は
、
子
育
て
支
援
事
業

に
充
当
す
べ
き
。

長
田
市
長

�
窓
口
業
務
の
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
を
実
施
し
て
よ
り
効

果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

�
市
職
員
数
は
六
百
五
十
一

人
で
組
合
員
数
は
四
百
七
十

九
人
で
あ
り
、
事
業
と
し
て

給
与
や
労
働
条
件
の
改
善
、

公
正
な
人
事
、
機
構
及
び
運

営
の
民
主
化
、
福
利
厚
生
・

教
育
文
化
及
び
体
位
の
向
上
、

団
結
の
強
化
、
組
合
活
動
に

必
要
な
情
報
の
収
集
・
宣

伝
・
調
査
等
で
あ
る
。

�
十
六
年
度
に
お
い
て
は
合

併
直
後
の
調
整
業
務
や
選
挙

事
務
も
あ
り
、
時
間
外
勤
務

が
多
か
っ
た
が
、
今
後
は
本

年
十
一
月
に
策
定
し
た
壱
岐

市
特
定
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

課
内
で
検
討
し
て
、
残
業
時

間
の
縮
減
に
努
め
て
い
く
。

�
減
額
財
源
を
個
別
の
事
業

に
充
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

向
上
の
た
め
に
全
般
的
に
活

用
し
て
い
き
た
い
。

郷
ノ
浦
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設

従
来
か
ら
衛
生
面
、
環
境

面
か
ら
早
急
な
対
応
を
望
ま

れ
な
が
ら
、
現
在
に
至
っ
て

い
る
。
今
、
特
に
食
の
安
全

が
叫
ば
れ
て
い
る
中
に
あ
っ

て
、
建
設
に
向
け
た
取
り
組

み
を
。

長
田
市
長

学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準

を
満
た
す
の
が
困
難
な
状
態

で
あ
り
、
早
急
に
新
セ
ン

タ
ー
建
設
が
必
要
。
建
設
予

定
地
を
変
更
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
た
め
に
、
候
補
地

を
模
索
中
。
学
校
統
廃
合
や

現
有
施
設
の
有
効
活
用
な
ど

を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
早

急
に
建
設
に
向
け
て
計
画
す

る
。

一
支
国
博
物
館
の
建
設

予
定
地
と
取
り
組
み

学
術
、
歴
史
的
価
値
、
そ

れ
は
弥
生
の
原
風
景
が
残
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
い
た

ず
ら
に
盛
土
や
景
観
を
損
な

う
近
代
建
築
物
が
、
は
た
し

て
観
光
の
起
爆
剤
に
な
る
の

か
。ま

た
、
博
物
館
の
建
設
予

定
地
の
下
部
に
は
過
去
、
地

滑
り
対
策
事
業
も
行
わ
れ
て

お
り
、
建
設
可
能
か
疑
わ
し

い
。

長
田
市
長

原
風
景
を
壊
さ
ず

に
見
渡
せ
る
場
所
と

い
う
こ
と
で
、
現
在

の
場
所
を
提
案
し
て

い
る
。
財
政
状
況
の

厳
し
い
現
在
、
無
駄

な
箱
物
を
作
る
状
況

で
は
な
い
。
ど
う

や
っ
て
金
を
生
み
出

し
て
自
立
し
て
行
く
か
と

い
っ
た
市
政
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
将
来
の

た
め
に
も
、
今
こ
れ
を
つ
ぶ

す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

平
成
十
六
年
に
地
質
調
査

を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ

い
て
造
成
工
事
の
実
施
計
画

を
立
て
て
い
る
。
建
設
予
定

地
は
地
滑
り
区
域
外
。

須
藤
教
育
長

遺
跡
内
に
は
数
百
種
類
の

植
物
が
あ
る
。
原
風
景
・
原

の
辻
ら
し
さ
を
出
す
た
め
に
、

自
然
の
植
生
を
残
す
方
向
で

計
画
を
進
め
て
い
る
。

市政タウンミーティング（１０月２０日 かざはや）

郷ノ浦町学校給食センター内の様子
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中
村
出
征
雄
議
員

Ｑ

ＡＱ

Ａ

馬
場

忠
裕
議
員

Ｑ

Ａ

Ａ

国
民
健
康
保
険
事

業
の
健
全
化
対
策

�
保
険
税
の
収
納
率
は
市
税

の
収
納
率
に
対
し
、
十
㌫
程

度
下
回
っ
て
お
り
、
徴
収
対

策
は
。

�
年
一
回
の
乳
ガ
ン
・
子
宮

ガ
ン
検
診
を
隔
年
毎
に
し
た

の
は
な
ぜ
か
。

�
保
健
師
・
栄
養
士
・
訪
問

看
護
師
は
支
所
に
配
置
す
べ

き
で
は
。長

田
市
長

�
保
険
証
の
交
付
制
限
を
行

な
っ
て
い
る
。
今
後
は
滞
納

処
分
を
強
化
し
て
い
く
。

�
厚
生
労
働
省
の
が
ん
予
防

重
点
教
育
及
び
健
康
実
施
の

た
め
の
指
針
に
基
づ
き
実
施

し
た
。

�
旧
町
体
制
の
ま
ま
で
は
業

務
効
率
が
悪
く
、
業
務
調
整

に
も
相
当
の
時
間
が
か
か
る
。

市
は
三
十
分
内
の
生
活
圏
域

で
あ
り
、
機
動
力
の
強
化
と

職
員
の
技
術
向
上
等
を
総
合

的
に
判
断
し
て
集
約
し
た
。

印
通
寺
港
の
整
備

�
印
通
寺
港
・
唐
津
港
の
整

備
は
、
平
成
十
八
年
度
完
成

か
。
ま
た
、
就
航
時
期
は
。

�
九
州
郵
船
で
は
フ
ェ
リ
ー

二
隻
を
更
新
か
。

�
印
通
寺
外
港
野
積
場
よ
り

の
資
材
の
搬
出
に
は
、
祝
町

街
部
を
通
る
一
本
の
道
路
し

か
な
く
、
し
か
も
通
学
路
で

あ
り
、
こ
れ
以
上
の
大
型
車

の
通
行
は
非
常
に
危
険
。
地

元
公
民
館
か
ら
の
申
し
入
れ

を
尊
重
し
て
も
ら
い
た
い
。

長
田
市
長

�
平
成
十
八
年
度
完
成
予
定
。

平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら

印
通
寺
唐
津
航
路
と
な
る
予

定
。

�
九
州
郵
船
で
は
当
初
二
隻

の
計
画
で
あ
っ
た
が
、
鉄
の

高
騰
に
よ
り
一
隻
だ
け
建
造

中
。
将
来
的
に
は
二
隻
体
制

を
計
画
。

�
地
元
自
治
会
や
各
支
所
と

の
連
絡
を
密
に
し
て
対
応
し

て
い
く
。

壱
岐
市
の
将
来
像

�
歴
史
と
文
化
の
島
構
想
の

中
で
、『
原
の
辻
を
始
め
、

古
墳
・
元
寇
・
朝
鮮
出
兵
・

鯨
組
と
、
弥
生
時
代
か
ら
近

世
に
か
け
て
歴
史
の
浪
漫
が

溢
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺

跡
を
整
備
し
、
周
遊
ル
ー
ト

の
開
発
を
進
め
る
。』
と
あ

る
が
、
雑
草
で
覆
わ
れ
、
所

在
も
分
か
ら
な
い
史
跡
も
あ

る
。
博
物
館
建
設
よ
り
そ
ち

ら
の
方
が
先
で
は
。

�
壱
岐
の
将
来
像
を
語
る
に

は
、
水
産
振
興
は
欠
か
せ
な

い
と
考
え
る
が
、
水
産
不
況

の
中
、
こ
れ
と
い
っ
た
施
策

が
と
ら
れ
て
い
な
い
。
市
長

の
夢
で
あ
る
『
活
力
あ
る
島

づ
く
り
』
に
向
け
て
、
そ
の

源
で
あ
る
若
者
が
島
外
に
流

出
し
て
し
ま
っ
て
は
元
も
子

も
な
い
。
補
助
枠
の
拡
大
も

含
め
、
本
気
で
水
産
振
興
に

取
り
組
む
姿
勢
が
見
え
れ
ば
、

漁
業
者
も
頑
張
れ
る
。
最
善

の
努
力
を
。

須
藤
教
育
長

�
一
支
国
博
物
館
（
仮
称
）

の
建
設
が
実
現
す
れ
ば
一
支

国
博
物
館
を
し
ま
ご
と
博
物

館
め
ぐ
り
の
拠
点
に
し
て
旧

４
町
の
類
似
施
設
を
活
用
し
、

島
内
に
散
ら
ば
っ
た
文
化
財

め
ぐ
り
を
実
施
し
た
い
。
し

か
し
、
周
遊
ル
ー
ト
に
つ
い

て
は
ま
だ
進
捗
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
今
後
は
史
跡
に
行
き

着
く
ま
で
の
道
路
資
料
等
は

壱
岐
島
内
統
一
し
た
も
の
に

し
た
い
。長

田
市
長

�
水
産
業
は
漁
価
の
低
迷
、

資
源
の
枯
渇
、
燃
油
の
高
騰

等
に
よ
り
非
常
に
厳
し
い
が

壱
岐
の
将
来
に
係
わ
る
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
限
ら
れ
た

中
で
売
り
上
げ
を
上
げ
る
た

め
に
は
付
加
価
値
を
高
め
る

こ
と
や
自
然
の
摂
理
だ
け
で

な
く
育
て
る
漁
業
が
必
要
で

あ
り
、
生
産
性
の
上
が
る
も

の
や
や
る
気
の
あ
る
と
こ
ろ
、

後
継
者
づ
く
り
に
は
積
極
的

に
手
助
け
し
て
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
燃
油
の
高
騰

に
つ
い
て
は
、
国
県
へ
今
後

も
強
く
要
望
し
て
い
く
。

印通寺外港にある砂置き場

３
０
０
�
を
超
す
巨
大
マ
グ
ロ
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鵜
瀬

和
博
議
員

Ｑ

ＡＱ

Ａ

坂
口
健
好
志
議
員

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

医
療
費
申
請
の

簡
素
化
を

現
在
の
乳
幼
児
医
療
費
の

支
給
方
法
は
対
象
者
が
一
度

病
院
の
窓
口
で
お
金
を
払
い
、

役
所
窓
口
に
申
請
後
支
給
す

る
償
還
払
い
方
式
で
手
間
が

か
か
り
保
護
者
の
負
担
は
大

き
い
。
こ
の
手
続
き
を
簡
素

化
し
て
病
院
窓
口
で
の
申

請
・
支
給
の
現
物
給
付
方
式

に
移
行
す
べ
き
。

長
田
市
長

現
物
給
付
方
式
は
受
給
者

の
利
便
性
は
高
ま
る
と
認
識

し
て
い
る
。
実
施
に
向
け
、

長
崎
県
都
市
福
祉
事
務
所
事

務
連
絡
協
議
会
が
県
へ
要
望

書
を
提
出
し
た
が
、
県
下
統

一
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
ま

だ
見
解
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

事
務
改
善
に
つ
い
て
も
ま
だ

課
題
が
あ
る
の
で
今
後
見
直

し
と
同
様
に
県
下
統
一
の
方

向
で
進
み
た
い
。

攻
め
の
行
政
推
進

の
た
め
に

観
光
産
業
は
様
々
な
分
野

と
関
わ
り
が
多
く
、
波
及
効

果
が
大
き
い
。
地
域
活
性
化

の
一
つ
と
し
て
観
光
産
業
の

強
化
を
図
る
べ
き
。
自
然
を

は
じ
め
と
す
る
再
認
識
・
発

見
し
た
観
光
資
源
の
素
材
や

島
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
等
あ
ら

ゆ
る
情
報
を
集
約
一
元
化
し
、

季
節
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
積

極
的
に
情
報
発
信
を
す
る
攻

め
の
行
政
が
必
要
。
そ
の
た

め
に
は
市
長
直
轄
の
横
断
的

な
企
画
広
報
部
の
創
設
を
す

べ
き
。

長
田
市
長

情
報
公
開
の
必
要
性
を
感

じ
て
い
る
。
今
後
な
る
べ
く

イ
ベ
ン
ト
等
の
重
複
を
避
け

る
た
め
に
調
整
出
来
る
も
の

は
調
整
し
、
企
画
広
報
の
充

実
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
現
在
の
一
名

か
ら
複
合
的
に
努
め
な
が
ら

の
最
低
限
二
名
体
制
に
し
た

い
。
ま
た
、
現
在
長
崎
県
福

岡
事
務
所
の
出
向
職
員
か
ら

週
一
回
報
告
さ
れ
る
貴
重
な

情
報
や
人
脈
を
、
担
当
課
に

一
つ
の
刺
激
・
知
識
と
し
て

与
え
、
行
動
に
移
せ
る
体
制

づ
く
り
も
合
わ
せ
て
し
て
い

き
た
い
。

市
営
住
宅
入
居
選

考
と
管
理
運
営

Ｕ
タ
ー
ン
や
結
婚
し
た
若

者
が
住
宅
に
困
っ
て
い
る
の

で
、
定
住
促
進
特
別
入
居
枠

を
設
け
、
住
宅
建
設
も
含
め

他
の
支
援
策
も
合
わ
せ
て
、

定
住
促
進
を
図
る
べ
き
。
ま

た
、
家
賃
滞
納
者
・
高
額
所

得
者
等
へ
の
適
正
な
措
置
、

管
理
を
徹
底
す
べ
き
。

長
田
市
長

公
営
住
宅
法
の
趣
旨
か
ら

特
別
枠
を
設
け
ず
、
従
来
ど

お
り
公
募
と
す
る
。
ま
た
、

今
後
の
五
カ
年
の
建
設
計
画

は
地
域
住
宅
計
画
に
よ
り
実

施
す
る
。
管
理
運
営
は
本
庁

二
名
、
各
支
所
一
名
。
修
繕

や
使
用
料
徴
収
事
務
は
支
所
、

悪
質
滞
納
者
へ
の
対
応
は
本

庁
。
支
所
ご
と
の
対
応
も
ま

ち
ま
ち
で
あ
り
、
今
後
は
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
指
定

管
理
者
制
度
か
管
理
代
行
制

度
の
導
入
を
検
討
す
る
。

学
校
通
学
路
の

防
犯
対
策

児
童
殺
害
事
件
が
多
発
す

る
現
状
に
対
し
、
児
童
が
一

人
に
な
る
時
間
、
死
角
を
い

か
に
な
く
す
か
道
路
管
理
交

通
安
全
対
策
も
含
め
、
関
係

者
の
横
の
連
携
の
強
化
を
図

り
、
現
時
点
で
考
え
ら
れ
る

万
全
の
対
策
を
。

須
藤
教
育
長

子
ど
も
の
安
全
は
大
人
の

責
任
と
認
識
し
て
い
る
。
警

察
と
の
連
携
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
各
学
校
に
は

校
区
内
安
全
マ
ッ
プ
の

作
成
を
指
示
し
、
通
学

路
の
総
点
検
を
現
在

行
っ
て
い
る
。
通
学
路

の
安
全
と
絡
め
て
交
通
事
故

の
注
意
、
野
犬
出
没
点
を
入

れ
る
。
今
後
は
地
域
の
方
々

へ
文
書
に
て
配
布
し
、
協
力

を
お
願
い
す
る
。

市
の
花
木
等
の

周
知
と
活
用
策

壱
岐
市
誕
生
を
記
念
し
、

制
定
さ
れ
た
花
木
・
花
・

木
・
鳥
・
市
歌
等
を
多
く
の

人
々
に
周
知
し
、
市
民
生
活

や
観
光
に
積
極
的
に
利
用
を
。

長
田
市
長

今
後
市
民
参
加
の
も
と
、

各
関
係
団
体
、
関
係
部
署
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
等
を
計
画
す
る
と
と
も

に
市
民
の
皆
様
に
広
く
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

市民病院小児科窓口

市市のの花花「「水水仙仙」」

市市のの鳥鳥「「めめじじろろ」」

市市のの花花木木「「ややぶぶ椿椿」」

市市のの木木「「ままきき」」
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…………………………………………………………………………………………

総
務
文
教
委
員
会

厚
生
委
員
会

大
分
県
臼
杵
市

（
地
域
情
報
化
・
行
財
政
改
革
）

平
成
十
一
年
度
よ
り
独
自
の
地
域

情
報
化
へ
の
取
り
組
み
開
始
。
将
来

の
福
祉
、
医
療
等
へ
の
利
活
用
を
踏

ま
え
、
高
齢
者
世
帯
へ
の
ケ
ー
ブ
ル

引
き
込
み
、
防
災
カ
メ
ラ
・
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
グ
ル
ー
プ

ウ
ェ
ア
の
活
用
に
よ
る
事
務
の
効
率

化
。
行
政
と
市
民
間
で
の
迅
速
な
情

報
の
共
有
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
住
民
参
加
の
行
政
の
充
実
と

い
っ
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図

ら
れ
て
い
る
。

平
成
六
年
に
財
政
指
数
が
全
国

「
ワ
ー
ス
ト
７
」
と
い
う
不
名
誉
な

状
況
か
ら
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組

む
。
管
理
職
か
ら
率
先
し
て
素
手
で

ト
イ
レ
掃
除
を
す
る
な
ど
、
職
員
の

意
識
改
革
を
徹
底
的
に
行
う
。
コ
ス

ト
意
識
を
持
た
せ
、
さ
ら
に
市
民
に

対
す
る
行
政
成
果
の
説
明
責
任
の
徹

底
、
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
成
果
重

視
の
行
政
へ
の
転
換
、
市
民
本
位
の

効
率
的
で
質
の
高
い
行
政
の
実
現
を

目
指
し
て
い
る
。

大
分
県
津
久
見
市

（
行
財
政
改
革
）

財
政
試
算
に
お
い
て
、
現
状
の
ま

ま
で
は
平
成
十
九
年
度
に
は
危
機
的

状
況
に
陥
る
こ
と
か
ら
、
平
成
十
六

年
に
緊
急
行
財
政
改
革
本
部
を
設
置
。

「
ゼ
ロ
か
ら
の
見
直
し
」「
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
」
財
政
健
全

化
の
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
。

具
体
的
に
は
�
歳
入
の
確
保
対
策
�

事
業
費
等
の
見
直
し
�
総
人
件
費
の

削
減
�
教
育
部
門
の
見
直
し
で
、
実

行
状
況
は
議
会
及
び
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
報
告
。
市
民
へ
の
理
解
、

協
力
を
得
て
い
た
。

い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
行
政
と
住

民
が
一
体
と
な
っ
た
意
識
改
革
の
実

現
が
不
可
欠
と
い
う
市
長
の
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
大
き
な

成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

滋
賀
県
長
浜
市

（
健
康
づ
く
り
事
業
等
の
取
り
組
み
）

長
浜
市
の
保
健
事
業
で
の
特
徴
は

市
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
健
康
推
進
員
」
を
育

成
し
「
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
意
識

向
上
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
推
進
員
は
現
在
百
三
十
一
名
で

自
治
会
毎
で
は
な
い
が
地
域
に
根
付

い
た
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
養
成

講
座
を
年
十
回
行
っ
て
い
る
。

滋
賀
県
近
江
八
幡
市

（
健
康
づ
く
り
事
業
等
の
取
り
組
み
）

全
国
で
も
早
く
平
成
十
三
年
三
月

に
「
健
康
は
ち
ま
ん
２１
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
た
。
策
定
プ
ラ
ン
は
「
策
定

委
員
会
」
と
「
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
」
の
二
つ
で
、
策
定
後
「
評
価
計

画
策
定
部
会
」
の
メ
ン
バ
ー
に
残
っ

て
も
ら
い
活
動
中
で
あ
る
。
市
民
第

一
主
義
で
地
域
、
学
校
、
職
場
に
お

い
て
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
年
度
ご
と
に
活
動
報
告
書
が

作
成
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
市
も

「
元
気
な
高
齢
期
を
過
ご
す

た
め
に
は
、
若
年
層
か
ら
の

健
康
づ
く
り
が
大
切
」
と
早

く
か
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
た
。

女
性
の
管
理
職
で
細
か
い

計
画
と
取
り
組
み
が
な
さ
れ

て
い
た
。
壱
岐
市
で
も
見
習

う
べ
き
で
あ
る
。

滋賀県近江八幡市にて

大分県津久見市にて
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…………………………………………………………………………………………

産
業
建
設
委
員
会

議
会
運
営

委
員
会

宮
崎
県
西
米
良
村

（
体
験
型
観
光
振
興
の
取
り
組
み
）

人
口
約
千
四
百
人
。
観
光
客
数
は

年
間
約
十
三
万
人
。

国
が
推
進
し
て
い
る
「
ワ
ー
キ
ン

グ
ホ
リ
デ
ー
」
を
西
米
良
型
に
制
度

化
し
、
単
に
西
米
良
で
休
暇
を
過
ご

す
だ
け
で
な
く
、「
柚
子
」
や
「
花

卉
」
の
栽
培
な
ど
、
人
手
が
不
足
す

る
時
期
に
仕
事
の
手
伝
い
を
し
て
、

報
酬
を
も
ら
う
。
長
期
滞
在
す
る
こ

と
に
よ
り
村
民
と
の
交
流
が
深
ま
り
、

村
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

西
米
良
村
は
町
村
合
併
が
計
画
さ

れ
た
が
辞
退
し
、
自
立
の
道
を
選
ん

だ
。
そ
の
熱
意
に
感
動
し
た
。
壱
岐

市
も
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
壱
岐
」
づ

く
り
を
進
め
る
べ
き
と
感
じ
た
。

福
岡
県
鐘
崎
漁
業
協
同
組
合

（
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
及
び
販
路
拡
大
）

組
合
員
が
一
戸
一
員
制
。
総
組
合

員
数
二
百
四
十
名
。
総
漁
業
従
事
者

は
四
百
名
。
漁
船
二
百
三
十
八
隻
。

主
力
船
一
〜
五
㌧
が
五
十
㌫
。
十
六

年
度
漁
獲
高
約
二
十
七
億
円
。
主
な

漁
法
は
ま
き
網
、
ふ
ぐ
延
べ
網
が
八

割
。平

成
十
一
年
度
か
ら
「
釣
り
ア
ジ

玄
ち
ゃ
ん
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
展
開

し
、
漁
家
経
営
の
安
定
を
図
っ
た
。

ブ
ラ
ン
ド
化
の
基
本
的
な
要
件
は
�

差
別
化＝

「
こ
だ
わ
り
」
�
約
束
性

＝

「
安
全
・
安
心
」
�
顧
客
満
足
性

＝

「
お
い
し
さ
」
�
一
流
性＝

「
地

域
の
個
性
」
�
拡
張
性＝

「
地
域
の

協
力
」
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
今

後
は
価
格
安
定
を
図
り
、
市
場
価
格

を
決
定
し
て
い
く
た
め
に
、
受
託
販

売
方
式
を
買
取
方
式
に
し
た
い
方
針

だ
。
ま
た
、
本
年
度
か
ら
「
沖
の
島

黄
金
ま
び
き
」
も
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ

て
い
る
。
以
上
、
高
付
加
価
値
化
と

販
路
拡
大
に
寄
与
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
今
後
の
壱
岐
市
に
お
け
る
水
産
振

興
の
参
考
と
し
た
い
。

京
都
府
京
丹
後
市

（
会
派
に
よ
る
議
会
運
営
）

平
成
十
六
年
四
月
一
日
、
六
町
が

合
併
し
た
京
都
府
京
丹
後
市
議
会
の

会
派
に
よ
る
議
会
運
営
の
状
況
等
の

調
査
を
行
っ
た
。
会
派
の
採
用
は
合

併
後
、
即
結
成
さ
れ
、
全
議
員
三
十

名
に
よ
る
五
つ
の
会
派
で
構
成
さ
れ
、

ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
現
在
は
構
成
内

容
が
か
な
り
変
更
さ
れ
て
い
た
。
正

副
議
長
は
特
に
申
し
合
わ
せ
は
な
い

も
の
の
、
会
派
か
ら
脱
退
し
て
い
る
。

一
般
質
問
の
時
間
制
限
に
つ
い
て
は
、

会
派
の
所
属
議
員
数
に
二
十
分
を
乗

じ
た
時
間
を
割
り
当
て
、
そ
の
範
囲

で
各
会
派
内
で
調
整
し
て
い
る
。
政

務
調
査
費
に
つ
い
て
は
、
議
員
の
資

質
向
上
の
た
め
必
要
性
を
全
議
員
が

認
識
し
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

会
派
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
壱
岐

市
議
会
に
お
い
て
も
、
思
想
・
政

策
・
性
格
・
年
齢
等
十
分
勘
案
し
、

議
員
相
互
の
熟
慮
と
理
解
の
上
、
今

後
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

宮崎県西米良村にて
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質問
平成１７年３月定例会

イイルルカカをを観観光光のの目目玉玉にに

市市長長／／県県へへ要要望望すするる

平平成成１１７７年年１１１１月月９９日日要要望望書書提提出出

質問
平成１７年６月定例会

永永田田川川のの悪悪臭臭改改善善をを

市市長長／／県県へへ要要望望すするる

１１７７年年度度４４回回ののＥＥＭＭ菌菌団団子子をを投投入入

水産振興と観光産業の共存の観点からもイ

ルカの捕獲が必要。

イルカパーク改修の計画は。

イルカの捕獲枠獲得に向け努力したい。

イルカの暫定的な捕獲枠の設定に関する要

望書を国へ提出。

イルカの購入については県２１世紀まちづく

り事業により認可され、平成１７～１９年度で年

４頭、計１２頭を購入予定。

イルカパーク改修については平成１８年度か

ら壱岐北部海洋公園整備事業により計画。

干潮時、特に夏場には強い臭気が発生し、

地域住民を悩ませている。早急な対応を。

地元自治会からの永田川改修工事の要望も

併せて、県へ早期の対応を要望する。

ヘドロを分解し、動・植物プランクトンを

増やして水質の浄化を図る効果があるＥＭ菌

混合液・団子の投入を、今後も年６回実施予

定。

上流部は県営で底水路整備工事を実施。今

後も事業継続を県へ要望する。

「カモメさん、イルカのお友達を連れて来て！」永田川へ投入されるEM菌団子

EM菌団子 いき 議会だより 2006年第8号 18



（注意）事業費は建物本体と展示に係る設計監理委託費及び工事費�

埋文センター　�
1000㎡�

事業費　　　　�
3.4億円�

変　更　前（9月議会時）� 変　　更　　後�

一支国博物館�
（県全額負担分）�

4000㎡�
事業費　　　　�

13.4億円�

県100％　3.4億円�

県（100％）　3.8億円�

県（50％）　3.0億円�

市（50％）　3.0億円�

市 　1.0億円�

交付税（国）�
8.9億円�

交付税（国）�
13.8億円�

県（100％）　0.7億円�

事業費　　　�
3.4億円� 県100％　3.4億円�

一支国博物館�
3300㎡�

事業費　　　　�
20.8億円�

4000㎡�
事業費　　　　�

13.4億円� 県（100％）　3.8億円�

交付税（国）�
8.9億円�

県（100％）　0.7億円�

県（50％）　1.65億円�

市（50％）　1.65億円�
市　　　　　0.6億円�

まちづくり交付金（国）�
5.7億円�

交付税（国）�
7.7億円�

2550㎡�
事業費　　　　�

17.3億円�

壱岐市実質負担は�
約4億円から　�
約2.3億円に減�

△約1.7億円�

埋蔵文化財センター・一支国博物館（仮称）建設の実質負担予定�

＊管理運営費については更なる縮減と抑制を検討すること。

＊厳しい財政状況を鑑み、安易な財源充当による事業展開を行わないこと。

＊既存の公共施設の管理運営状況を精査し、統廃合を含めた整理と経常経費の大幅な削減を並

行して行うこと。

＊過度の財政負担を回避する方策を早急に講じること。

＊然るべき時期に特別委員会の設置を検討すべき。

９月定例会における予算特別委員会の付帯意見に基づき、一支国博物館（仮称）の建設計画に対

し５回にわたり調査を実施した。

国の特別史跡として指定された原の辻遺跡に対する重要性を認識し、考古学的価値を後世に引き

継ぐ諸事業を推進することは市として当然の責務と考える。しかし、山積する行政需要に伴う壱岐

市の財政は年々厳しさを増しており、後年の負担が大きく懸念される状況にあることから、施設規

模、事業費、管理運営費等、多角的に検討協議を重ねた結果、初の試みである指定管理者制度の導

入ということもあり、全体像の把握・確認には至ることができなかったが、付帯意見に対する一定

の修正がなされたものと認められる。しかし、以下の点について強く要望するものである。

一一支支国国博博物物館館（（仮仮称称））建建設設にに関関すするる調調査査特特別別委委員員会会調調査査報報告告
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この議会だよりは、古紙配合率１００％の再生紙と、揮発性有機化合物を一切含まないノンVOC植物性インキを
使用しています。�
また、印刷はISO１４００１認証取得工場で行っています。�

ち
き

ゅう
にやさし

い

再
生紙使用

～

えい か

～盈科小学校６年生のみなさんより～
�私は、議員さん達が一生けん命人々の事を考えてく
れて嬉しいです。

�壱岐の中でも多くの問題があり、多くの考えがある
のを知りました。

�壱岐のゴミのポイ捨てやゴミのルールについて考え
てほしいです。

�議員さん達の、真けんに話し合う姿がすごくかっこ
良かったです。

�私は、みんなしんけんな表情だと思っていたけど、
色々な表情があった。

�議員さんの怒っている表情や考えている表情が見ら
れて良かったです。

�話し合いの内容が私たち６年生でも良く理解できま
した。

�議会の意見は一つ一つとても大切だなと思いました。
�中学校の統廃合のことが、ぼくたちに関すること
だったのでよく聞いた。

�壱岐市議会の話し合いを、私達の話し合いの参考に
したいと思います。

�壱岐のことをたくさん決めていて大変だと思いまし
た。

住民へわかりやすい議会だより
【研修目的と日程】
町村議会広報全国コンクールにて中央文化社賞
等を受賞している姶良町の議会だよりに対する取
り組みを平成１７年１０月２０日から２１日まで調査・研
修しました。
【研修内容と所見】
（姶良町）人口約４５，０００人
姶良町の議会だよりは、俗にいう「一般質問だ
より」にならないように議会の活動状況を具体的
にわかりやすく、公平、正確、客観性を保ちなが
ら、見出し、写真、余白を活用し、読みたくなる
ような紙面づくりを工夫されていました。また、
住民に関心をもってもらうために傍聴者アンケー
ト等実施されていました。我々委員会としても壱
岐市議会の活動状況を「議会だより」を通して出
来るだけ早く、住民へ少しでもわかりやすくお伝
えするために今回の研修で学んだことを取り入れ、
編集します。

あなたの撮った写真が
議会だよりの表紙を飾る！

議会だよりの表紙写真を募集します。応募締
切は平成１８年４月１２日�までとします。詳しい
応募要領につきましては議会だより第７号の１９
ページに記載していますのでご参照ください。
応募について分からないことがありましたら、
壱岐市議会事務局（TEL４２－１１１１）までお問い
合わせください。
皆さんのご応募お待ちして

います！

正
月
も
終
わ
り
、
帰
省
客
を
送
り
出
し
て
ホ
ッ
と
一
息

す
る
間
も
な
く
、
宿
題
だ
っ
た
「
議
会
だ
よ
り
」
の
原
稿

が
送
っ
て
き
ま
し
た
。「
お
正
月
休
み
が
ほ
し
〜
い
」
と

思
っ
て
い
る
人
は
私
ば
か
り
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

こ
の
頃
、「
何
か
お
か
し
い
よ
」
と
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

お
か
し
い
こ
と
が
続
く
と
、
お
か
し
い
こ
と
が
本
当
に
な

り
、
本
当
の
こ
と
が
お
か
し
い
こ
と
と
錯
覚
し
ま
す
。
何

事
も
よ
く
見
極
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
災
害
の
な
い

平
穏
な
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

（
今
西
）

３
月
定
例
議
会
へ

ぜ
ひ
傍
聴
に

お
い
で
く
だ
さ
い
！
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